
令和６年度チャレンジタイアップ事業

一般社団法人らふ ＋

お問い合わせ：
大阪市立住まい情報センター
〒530-0041　大阪市北区天神橋 6-4-20

TEL.06-6242-1160
お申し込みは、 「おおさか ・ あんじゅ ・ ネット」 から

https://www.osaka-angenet.jp/
※申込方法は裏面をご覧ください

オンライン 100名定員 ：会場７０名／　 （いずれも申込先着順）

老後の住まい
と

お金の話

　　50 歳 から考える

2024 年９月 29日（日）13:30～16:00（開場 13:00～）
会　場：大阪市立住まい情報センター３階ホール　

参加費
無料

オンライン

併催

老後を「自宅」か「施設」どこで過ごすかによって費用が違います。「家で住める

のか？」「施設で過ごすのか？」を具体的に考え、「自宅」なら、本当に住むこと

が可能か？など、賃貸か持ち家か、戸建か集合住宅か、家の状態、リフォーム費

用含め具体的に考えるためのヒントをお伝えします。

第
１
部

第
２
部

最期まで自分らしく暮らすために必要なお金の
「支出」 を考えよう 柴本美佐代／ (一社） らふ理事

あなたの家で最期まで住めるかどうかを知ろう
増谷年彦／ＮＰO法人ホームインスペクターズ協会近畿エリア部会

「要介護」 になっても住めるのかを考えよう

小川忠雄／ＮＰO法人ふくてっく福祉と住環境を考える会

第１部の講師３人による座談会。
参加者のみなさんの質問にもおこたえします。
参加者で悩みを共有し、 考えるヒントにしましょう。座 談 会



申込 方 法

一 般 社 団 法 人らふ

■OsakaMetro谷町線、堺筋線・阪急電鉄「天神橋筋六丁目」駅3号出口をご利用ください。
■JR環状線「天満」駅からは北へ約650ｍです。

※はがきで申し込まれる方は、この用紙をはがきに貼って利用ください

ふりがな

氏　名

住　所

電話番号

年　齢

〒

才

ＦＡＸ：０６-６３５４-８６０１
（大阪くらしの今昔館併設）

都島通

至淡路

申込〆切：12/4（土）

下の申込⽤紙に、⽒名・年齢・郵便番号・住所・電話番号を記⼊し、ファックスか郵便でお申し込みください。
ウェブサイトからもお申し込みいただけます。

「おおさか・あんじゅ・ネット」https://www.osaka-angenet.jp/

●会場参加希望の方は

ウェブサイトからお申し込みください。「おおさか・あんじゅ・ネット」 https://www.osaka-angenet.jp/

●オンライン参加希望の方は

※当⽇キャンセルはご遠慮願います。資料の準備がありますので、ご都合で参加できない場合は早めにご連絡ください。　
※午前 8 時 45 分時点で「暴⾵警報」が発令されている場合は中⽌とさせていただきますが、セミナー開始 3 時間前までに
　「暴⾵警報」が解除された場合は、セミナーを開催します。その他、やむを得ない状況によりセミナーを中⽌する場合が
　ございます。その場合は、住まい情報センターのホームページ等でお知らせします。
※⼿話通訳をご希望の⽅はセミナー開催 2 週間前までにお問い合わせください。
※お申し込み時にご記⼊いただいた個⼈情報は、主催者が適切に管理し、当セミナーに関する連絡、統計データにのみ使⽤します。
※当⽇は、写真や動画の撮影・録⾳等はご遠慮願います。

●オンライン参加に必要な環境について●
　オンラインミーティングツールは、Zoom ウェビナーを使用します。
　インターネットに接続できる機器：パソコン、スマートフォン、タブレット等
　※スマートフォンやタブレットの場合、Wi-Fi 環境がない状態でオンラインを利用されますと、通信量を大幅に消費する可能性が
　　あります。インターネットへの通信費は参加される方のご負担となりますので、Wi-Fi 環境での接続を推奨いたします。
　　予めご了承ください。

〒530-8582( 住所不要 )
　大阪市立住まい情報センター４階住情報プラザ　
　　「老後の住まいとお金の話（  会 場 参 加  ）9/29」係
　TEL.06-6242-1160　　FAX.06-6354-8601

「老後の住まいとお金の話」
（会場参加）9/29

申し込みフォームに、⽒名・メールアドレス・年齢・郵便番号・住所・電話番号を入力し、お申し込みください。

会場位置図

お申し込み ・お問い合わせ先

病や介護に直面した当事者及び家族が、自分らしく幸せに生きることが出来るよう必要な情報を提供するこ
とで、社会に貢献することを目的とし、誰にでもわかりやすい言葉で、医療や介護の情報、窓口、仕組みを
伝え、それらを学ぶ場、専門家に相談できる場を提供。温かなつながりでサポートしつつ、当事者自ら考え、
選択する力を育めるよう活動しています。

老後の住まい
と

お金の話

　　50 歳 から考える


